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食道胃接合部の機能障害はアカラシアの主要

病態の一つであり，その成因として迷走神経系

に異常があることが推測されている．したがっ

て，この食道胃接合部の神経支配の特徴を明ら

かにすることは，アカラシアの成因を考えるう

えで非常に興味深い…

そこで本研究では，食道胃接合部を支配する

迷走神経の起始細胞の脳幹内分布をhorser

adishperoxidase（ＨＲＰ）の逆行性軸索輸送を

利用し神経解剖学的に同定した．

方法

実験にはウイスター系雄性ラット（200-250

9）を用いた．ラットをエーテル麻酔下に３０％

ＨＲＰ(gradel-C,Toyobo)溶液２ｕｌを消化管

各部位に注入した。注入部位は①食道胃接合

部より１０ｍｍ口側の食道壁(n＝3),②食道胃

接合部(n＝3)，③食道胃接合部より１０ｍｍ11工

門側の小蛮側胃壁(n＝3)とした．ＨＲＰ注入４８

時間後にラットを左心室経由で既報(Okumura

etaL1990）に従って潅流固定し，脳幹を取り

出した．脳幹は前額断面で５０ｕｍの凍結連続切

片とした．切片はＴＭＢ法(Mesulaml982)で

反応させた後,neutralredで対比染色し，ＨＲＰ

により標識された細胞を明視野顕微鏡下で同定

した．

結果

ＨＲＰの注入部位と標識細胞の脳幹内分布

１．食道胃接合部より１０ｍｍ口側の食道壁

ＨＲＰ標識細胞は主に延髄の疑核に認められ

た．また少数ではあるが延髄の網様隊にも標識

細胞が認められた．代表例における標識細胞の

吻尾側方向の広がりを図１Ａに示した．標識細

胞は，obex＋1.0-3.2ｍｍの範囲に両側性に認

められたが，obex＋2.8ｍｍのレベルの疑核に

最も多く認められ，尾側方向に離れるにつれ標

識細胞数は漸減した．

２．食道胃接合部

標識細胞は疑核と迷走神経背側核に豊富に，

また延髄の網様体に少数認められた．代表例に

おける標識細胞の延髄内分布を図１Ｂに示し

た.全標識細胞数のうち４５％が疑核に,５３％が

迷走神経背側核に存在していた．疑核内の吻尾

側方向の分布は食道壁への注入例とほぼ同様

で，obex＋1.4-3.0ｍｍの範囲に分布していた．

もっとも標識細胞が多く認められるのは

obex＋2.8ｍｍのレベルであった．一方迷走神

経背側核内の標識細胞の吻尾側方向の分布は

obex-0.6-＋1.6ｍｍの範囲に分布していた．

３．食道胃接合部より１０ｍｍH工門側の小蛮

側胃壁

ＨＲＰ標識細胞は，迷走神経背側核しこの承認

められ，疑核および網様体には認められなかっ

た．代表例における標識細胞の脳幹内分布を図

1Ｃに示した.迷走神経背側核内の標識細胞の吻

尾側方向の分布はobex-1.2ｍｍ-＋2.2ｍｍで

あり，食道胃接合部の注入例で認められた範囲

と差はなかった．

考察

本研究によると，食道は疑核から，胃は迷走

神経背側核からそれぞれ支配されているが，食

道胃接合部は迷走神経背側核および疑核の複数

部位からの神経支配を受けるという特徴を神経

解剖学的に明らかにすることができた．このよ
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